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高原町消防団夏季点検　２年ぶりの開催高原町消防団夏季点検　２年ぶりの開催

【大会成績】　※敬称略

◎優勝　第４部（管轄：上後川内区、下後川内区、川平区）

　指揮者　堀川　大輔

　１番員　大濱　大和　　２番員　瀬戸口　祥平　

　３番員　横山　敬史　　４番員　小久保　祐太

○準優勝　第３部（管轄：西広原区、上広原区、下広原区）

　指揮者　小磯　直也

　１番員　吉永　善貴　　２番員　原田　雄大　

　３番員　古川　一将　　４番員　黒木　文之

〇第３位　第５部（管轄：出口区、鹿児山区）

　指揮者　下村　裕太

　１番員　横山　壱樹　　２番員　石崎　宙也　

　３番員　平川　貴稀　　４番員　恒吉　昌晃

★優秀選手賞

　指揮者　第４部　堀川　大輔

　１番員　第４部　大濱　大和

　２番員　第４部　瀬戸口　祥平

　３番員　第７部　永野　正志朗

　４番員　第２部　田代　祐樹

【大会成績】　※敬称略

◎優勝　第４部（管轄：上後川内区、下後川内区、川平区）

　指揮者　堀川　大輔

　１番員　大濱　大和　　２番員　瀬戸口　祥平　

　３番員　横山　敬史　　４番員　小久保　祐太

○準優勝　第３部（管轄：西広原区、上広原区、下広原区）

　指揮者　小磯　直也

　１番員　吉永　善貴　　２番員　原田　雄大　

　３番員　古川　一将　　４番員　黒木　文之

〇第３位　第５部（管轄：出口区、鹿児山区）

　指揮者　下村　裕太

　１番員　横山　壱樹　　２番員　石崎　宙也　

　３番員　平川　貴稀　　４番員　恒吉　昌晃

★優秀選手賞

　指揮者　第４部　堀川　大輔

　１番員　第４部　大濱　大和

　２番員　第４部　瀬戸口　祥平

　３番員　第７部　永野　正志朗

　４番員　第２部　田代　祐樹

優
勝
　
第
４
部

優
勝
　
第
４
部

　７月５日、高原町総合運動公園で令和８年度高原町消防団夏季点検が開

催され、町内消防団８つの部が操法競技に出場しました。

　団員たちは日頃の訓練の成果を披露し、放水の速さや正確さ、規律を競

いました。
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犯罪犯罪や非行のない安全で安心な地域へ

　７月１日、第76回“社会を明るくする運動”内閣総理大

臣メッセージ伝達式が、役場３階会議室で行われました。

　当日は、保護司の皆さんをはじめ、区長や民生委員・児

童委員、更生保護女性会等の参加のもと、小林地区保護司

会の川畑静子会長と瀬戸口政秋高原支部長がそれぞれ内閣

総理大臣及び県知事からのメッセージを伝達し、犯罪・非

行の防止と更生保護のため、地域住民の理解と参加を呼び

かけました。

第 28第28回関東高原町友会総会開催
　

　６月28日、東京都のアルカディア市ヶ谷にて、関東に在

住する高原出身の方や縁のある方で構成される関東高原町

友会（児玉繁信会長）の総会が開催されました。町関係者

も参加し、昨年度の町の取り組みや近況を報告しました。

　懇親会では、ふるさと大使の大野勇太さんのミニコン

サート、高原町のお菓子や米などを景品とした抽選会も行

われ、参加者はふるさとへの思いを語り合いながら親睦を

深め、大いに盛り上がりました。

高原高原少年バレー　全国大会出場！
　

　６月20日から21日かけて開催されたスミセイVitality

カップJVA第46回全日本バレーボール小学生大会宮崎県大

会で高原少年バレーがチーム発足以来、初の県大会優勝、

全国大会出場を果たしました。

　初戦から厳しい戦いが続きましたが、全員バレーで勝ち

進み、見事、県No.１に輝きました。チームは８月３日か

ら６日に東京都で開催される全国大会に宮崎県代表として

出場します。全国大会でも高原旋風を巻き起こし、決勝トー

ナメント進出を目指します。

Town　Topics

少林少林寺拳法高原スポーツ少年団　見事優勝

　６月28日、第62回宮崎県スポーツ少年団中央大会に少林

寺拳法高原スポーツ少年団が出場しました。

　選手たちは、ひとつひとつの演舞や試合に全力で挑み、

最後まで諦めない姿勢と仲間を信じる気持ちで見事優勝を

果たしました。日々の努力が実を結んだ結果となり、指導

者や保護者をはじめ、多くの方々に感動を届けました。

　今回の優勝を励みに今後も技術の向上はもちろん、礼儀や

思いやりの心を大切にしながら、更なる活躍が期待されます。

まちのわだい

若い視点を若い視点を福祉計画へ
　

　６月17日、第３期福祉計画・福祉活動計画の策定に向け

たワークショップを開催しました。高原中学校1年生約80

名が『住みやすいまち』などをテーマに議論し、若い視点

から多くの提案がありました。

　７月９日には民生委員や関係団体の方々が集まり、見守

り体制の充実や地域連携など実践的な課題について意見を

交わしました。寄せられた声は今後の計画策定に反映し、

誰もが安心して暮らせる地域づくりに活かしていきます。

輝く輝く演技で掴んだ切符！九州大会へ！
　

　６月13日から14日にかけて、宮崎県体育館にて令和８

年度九州小学生体操大会新体操宮崎県選手選考会及び令和

８年度かささぎ杯ジュニア新体操競技会宮崎県選手選考会

が開催されました。選手は日頃の練習の成果を発揮し、見

事、九州大会出場権を獲得しました。

　団体及び個人入賞者は、次のとおりです。（敬称略）

クラブＡ クラブＢ

ジュニアチーム（中学生）

○団体（小学生の部）　

　１位　小林新体操クラブＡ

　　　　（九州小学生大会及びかささぎ杯出場決定）

　　　　山之内　
あつき

惇貴　高原小５年　上麓区

　　　　有村　
ゆうすけ

優佑　高原小５年　並木区

　　　　曽山　
れんと

蓮斗　高原小５年　湯之元区

　２位　小林新体操クラブＢ

　　　　（九州小学生大会及びかささぎ杯出場決定）

　　　　北ノ薗　
とも

那　高原小３年　上麓区　　

　　　　岡元　
さいじ

祭治　高原小３年　下広原区　

○団体（中学生の部）

　１位　小林新体操クラブ（かささぎ杯出場決定）

　　　　山之内　
はるや

遥哉　高原中１年　上麓区

  個人 総合５位　山之内　遥哉（かささぎ杯出場決定）
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久し久しぶりの再会に笑顔咲く
　

　７月15日、珈琲屋森・凛で『第２回みんなで食事会』が

開催されました。これは、高齢者の孤立防止や一人暮らし

支援、不登校の子どもたちの居場所づくりを目的に、食を

通じた多世代交流と地域コミュニケーションの活性化を図

る取り組みです。当日はナスの育て方や最近の習い事と

いった話題で会話が弾みました。参加者からは「会う機会

がない知り合いと久しぶりに会えた」と笑顔がこぼれ、地

域をつなぐ心温まるひとときとなりました。

会長代理　加藤　正博
（花堂・小塚・中平）

鳥集　公則
（蒲牟田）

大迫　恒作
（北狭野・南狭野）

真方　実喜男
（湯之元・祓川）

石山　浩文
（上後川内）

西村　真一
（下後川内）

郡山　信敏
（川平）

佐藤　哲夫
（西広原）

久保宮　修一
（上広原）

山下　孝行
（下広原）

坂元　朋子
（上麓）

下村　健一
（下麓）

邊木園　浩子
（出口）

入木　真一
（鹿児山）

会長　横山　安美
（並木・常盤台）

高原高原町農業委員会の新体制が決定
　

　７月21日、高原町農業委員等の任期満了に伴う新たな委員への辞令及び委嘱状交付式が行われ、農業委員７名に町

長から辞令を、農地利用最適化推進委員８名に農業委員会から委嘱状が交付されました。任期は令和11年７月19日

までの３年間で、農地売買や貸借、転用等に関する許認可や遊休農地の調査・指導、あっせん等農地の集約化を含む

農地利用の最適化促進活動を行っていただきます。

【農業委員・農地利用最適化推進委員】　※順不同・敬称略。括弧内は担当地区名。

Town　Topics

教育の教育の未来を創る連携へ
　

　７月14日、高原町中央公民館で高原町教育委員会と宮崎大

学教育学部が連携協力協定を締結しました。この協定は、高

原町教育基本方針の推進と、宮崎大学が担う教員養成や教

育研究の成果を生かし、相互に連携・協力を深めることを目

的としています。

　今年４月に開校した小中一貫教育校『たかはる学園』な

どの教育実践と大学の専門知見を結び付けることで、子ど

もたちの学びの充実と教員養成の推進を図ります。今後は

大学と地域が協力し、未来を担う人材育成に取り組みます。

まちのわだい

FC.FC.VERTEX優勝！
　

　７月12日、高原町総合運動公園で、第62回宮崎県スポー

ツ少年団西諸県ブロック大会が開催され、FC.VERTEXが見

事優勝を果たしました。

　決勝では先に得点を決められる展開でしたが、子供たちは

冷静に対応し1点を取り返し、そのままPK戦へ。キーパーが

守り、キッカーが確実に決め、勝利しました。高原キタキリ

シマ FC も最後まで粘り強く戦い、惜しくも3位でした。選

手の全力のプレーとチームワークが光る大会となりました。

次世次世代を担う中学生のために
　

　７月９日、『喜寿を祝う会』の皆さまから高原中学校へ寄

付の贈呈がありました。

　今回の寄付は、今年77歳となる高原中学校卒業生の皆さ

んが、「次世代を担う生徒の為に役立ててほしい」との思い

を込めて届けてくださったものです。

　高原中学校の肝付校長から贈呈に参加された３名の代表の

方へ、「生徒の為に大切に使わせていただきます」と感謝の

言葉が伝えられました。

七夕七夕飾りで町を華やかに彩る
　

　７月６日、高原町商工会女性部による七夕の飾りつけが

行われました。10年以上続く恒例行事で、高原町商工会や

高原駅など町内６か所を美しく彩りました。

　短冊には女性部員が社会情勢を取り入れて考案した願い

が込められ、訪れる人の心を深く和ませました。色とりど

りの笹飾りが夏の訪れを感じさせるとともに、地域を温か

く包み込んだ今回の行事。部員の皆さんの込めた思いは、

今も町を優しく照らしています。
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入木　真一
（鹿児山）

会長　横山　安美
（並木・常盤台）

高原高原町農業委員会の新体制が決定
　

　７月21日、高原町農業委員等の任期満了に伴う新たな委員への辞令及び委嘱状交付式が行われ、農業委員７名に町

長から辞令を、農地利用最適化推進委員８名に農業委員会から委嘱状が交付されました。任期は令和11年７月19日

までの３年間で、農地売買や貸借、転用等に関する許認可や遊休農地の調査・指導、あっせん等農地の集約化を含む

農地利用の最適化促進活動を行っていただきます。

【農業委員・農地利用最適化推進委員】　※順不同・敬称略。括弧内は担当地区名。

Town　Topics

7  R8.8.1　No.784



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　
「
通
勤
中
の
電
車
の
中
で
泣
い
て
し
ま
っ

た
」。

　
読
者
の
心
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た
読
み

切
り
作
品
で
デ
ビ
ュ
ー
作
で
も
あ
る
『
灰

色
の
町
』｟
写
真
｠。
こ
の
感
動
を
生
み
出

し
た
の
が
、
本
町
出
身
の
漫
画
家
・
亞
城

シ
ロ
さ
ん
｟
24
｠
で
す
。
現
在
は
単
行
本

も
発
売
さ
れ
て
い
る
『
異
世
界
転
生
』
の

コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
を
手
が
け
る
傍
ら
、
完
全

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
連
載
に
向
け
て
、
一
歩

一
歩
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
高
原
町
は
、
ど
こ
よ
り
も
綺
麗
な
場
所
」

と
笑
顔
で
語
る
亜
城
さ
ん
。
高
校
の
修
学

旅
行
中
に
自
ら
編
集
部
へ
持
ち
込
み
を

行
っ
た
と
い
う
驚
き
の
行
動
力
の
裏
に
は
、

幼
少
期
に
高
原
の
豊
か
な
自
然
と
、
温
か

い
地
域
の
方
々
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
16
歳
か
ら
の
歩
み
や
漫
画
に
か
け
る
熱

い
想
い
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
つ

い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

漫
画
家
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

　
漫
画
家
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
『
バ

ク
マ
ン
。
』

　
保
育
園
の
頃
か
ら
ず
っ
と
絵
を
描
く
の

が
好
き
で
し
た
。
た
だ
、
当
時
は
「
絵
を

仕
事
に
す
る
」
と
い
え
ば
、
画
家
く
ら
い

し
か
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
い
な
く
て…

…

。

　
そ
ん
な
時
、
ア
ニ
メ
化
も
さ
れ
た
『
バ

ク
マ
ン
。
』
と
い
う
作
品
に
出
会
っ
た
ん
で

す
。
「
あ
、
漫
画
家
っ
て
こ
う
や
っ
て
な
れ

る
ん
だ
！
」
と
知
っ
た
の
が
、
本
格
的
に

漫
画
家
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
で
す
。
高

校
生
の
頃
か
ら
は
、
漫
画
業
界
の
仕
組
み

や
流
れ
を
少
し
ず
つ
知
識
と
し
て
入
れ
な

が
ら
、
自
分
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
て
い

ま
し
た
。

本
気
の
決
意
と
、
自
信
の
原
点

　
高
校
は
芸
術
系
の
学
校
に
進
み
ま
し
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
高
校
の
修
学
旅

行
で
す
。
東
京
で
の
自
主
研
修
の
時
間
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、「
こ
の
先
、
一
人
で
東

京
に
遊
び
に
行
く
機
会
な
ん
て
そ
う
そ
う

な
い
。
よ
し
、
編
集
部
に
持
ち
込
み
に
行

こ
う
！
」
と
決
意
し
て
。
「
何
日
の
何
時
に

持
ち
込
み
が
し
た
い
で
す
」
と
電
話
を
か

け
、
実
際
に
作
品
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
風
に
物
怖
じ
せ
ず
行
動
で
き
た
の

は
、
今
振
り
返
る
と
、
高
原
町
の
素
晴
ら

し
い
環
境
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
幼
少
期
か
ら
周
囲
に
否
定
さ
れ
る
こ
と

が
な
く
、
先
生
方
も
個
性
を
伸
ば
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
中
学
時
代
に
は
陸
上
部
で
県
大
会
に
入

賞
し
た
の
で
す
が
、
町
に
垂
れ
幕
を
出
し

て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
帰
り
道
に
地
域
の

方
か
ら
「
頑
張
っ
た
ね
」
と
た
く
さ
ん
声

を
か
け
て
も
ら
え
て…

…

。
そ
う
や
っ
て

み
ん
な
に
褒
め
ら
れ
て
育
っ
た
経
験
が
、

私
の
大
き
な
自
信
｟
自
己
肯
定
感
｠
に
繋

が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

裏
の
苦
悩
と
、
溢
れ
る
ほ
ど
の
喜
び

　　
16
歳
か
ら
漫
画
を
描
き
始
め
、
高
校
３

年
生
の
時
に
は
『
少
年
ジ
ャ
ン
プ
＋
』｟
集

英
社
｠
の
漫
画
賞
で
入
選
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
一
見
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
成
功
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
初
め
の
頃

は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
の
活
動
。

特
に
、
他
の
漫
画
家
先
生
の
背
景
や
仕
上

げ
を
手
伝
う
『
ア
シ
ス
タ
ン
ト
』
の
仕
事

で
は
、
最
初
は
実
力
が
足
り
ず
に
雇
っ
て

も
ら
え
な
い
日
々
が
続
い
て
大
変
で
し
た
。

ま
た
、
読
み
切
り
作
品
は
自
分
の
描
き
た

い
も
の
を
自
由
に
描
け
ま
す
が
、
連
載
と

な
る
と
『
売
れ
る
作
品
』
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
壁
に
は
激
し
く
ぶ
つ
か

り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
一
番
嬉
し
か
っ
た
瞬
間
は
、

読
み
切
り
作
品
『
灰
色
の
町
』
を
発
表
し

た
際
、
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
時
で
す
。

　
「
昼
休
み
中
に
読
ん
で
涙
が
止
ま
ら
な

い
」「
通
勤
中
の
電
車
の
中
で
泣
い
て
し

ま
っ
た
」
と
い
っ
た
リ
ア
ル
な
感
想
を
い

た
だ
け
た
時
は
、
本
当
に
漫
画
家
に
な
っ

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

新
た
な
挑
戦
、
高
原
町
の
皆
さ
ん
へ

　
現
在
は
、
原
作
の
あ
る
『
異
世
界
転
生
』

の
コ
ミ
カ
ラ
イ
ズ
｟
現
在
単
行
本
１
巻
｠

を
手
が
け
つ
つ
、
別
の
編
集
者
さ
ん
と
一

緒
に
、
私
自
身
が
原
作
・
作
画
を
ど
ち
ら

も
務
め
る
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
連
載
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
読
ん
で

い
て
元
気
を
も
ら
え
る
よ
う
な
、
応
援
し

た
く
な
る
主
人
公
の
少
年
漫
画
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
神
奈
川
や
埼
玉
な
ど
様
々
な

場
所
に
住
ん
で
き
ま
し
た
が
、
高
原
町
は

本
当
に
ゴ
ミ
一
つ
落
ち
て
い
な
い
、
ど
こ

よ
り
も
綺
麗
な
場
所
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。 

こ
れ
か
ら
自
分
が
描
く
作
品
の
背
景

に
は
、「
あ
れ
？ 

こ
こ
高
原
町
じ
ゃ
な

い
？
」
と
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
地

元
の
風
景
を
た
く
さ
ん
登
場
さ
せ
る
予
定

で
す
。
ぜ
ひ
、
私
の
作
品
を
読
み
な
が
ら
、

お
馴
染
み
の
場
所
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
！

ペンネーム        亞城シロ（あしろしろ）

職　業　　　   　漫画家　 　出　身　　　高原町（後川内 )

趣　味　　　　 　フットサル

デビュー作品　 　灰色の町

現在の連載作品 　アルドの異世界転生

一言で表す自分の性格 　猪突猛進　　

灰色の町
８年前、中学生の大志は卒業式を迎えた。幼馴染と交
わす、将来の約束。当たり前に過ごす、甘酸っぱい放
課後。そこにあった幸せは、災害によって奪われた。『お
前には誰も救えない』。無力なヒーローが辿る、決意
と未来の物語。 あ

し
ろ
亞
城
シ
ロ

あ
し
ろ
亞
城
シ
ロ

▲作業部屋の様子
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く
だ
さ

い
！

ペンネーム        亞城シロ（あしろしろ）

職　業　　　   　漫画家　 　出　身　　　高原町（後川内 )

趣　味　　　　 　フットサル

デビュー作品　 　灰色の町

現在の連載作品 　アルドの異世界転生

一言で表す自分の性格 　猪突猛進　　

灰色の町
８年前、中学生の大志は卒業式を迎えた。幼馴染と交
わす、将来の約束。当たり前に過ごす、甘酸っぱい放
課後。そこにあった幸せは、災害によって奪われた。『お
前には誰も救えない』。無力なヒーローが辿る、決意
と未来の物語。 あ

し
ろ
亞
城
シ
ロ

あ
し
ろ
亞
城
シ
ロ

▲作業部屋の様子
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

“４・５歳児　成長発達調査”を行います！“４・５歳児　成長発達調査”を行います！

～お子さんの成長を支える～

【お問い合わせ先】 　　健康課子育て支援係　☎ 42－４８２０

４ ・ ５歳児成長発達調査ってなぁに？

　幼児期の発育・発達は著しく、一人遊びから集団遊びへと変化していく中で、行動面・運動面・言語面の課題を

早期に発見し、支援することが大切です。

　そこで、身体発育の確認と、保育園やこども園などの集団生活の中で気が付く『落ち着きがない』『動きがぎこ

ちない』『興味に偏りがある』といったお子さんが安心して生活を送れるように適切な支援を行っていくための調

査です。

令和８年度の対象者は？

令和８年度中に５歳の誕生日を迎える幼児が対象です。

（令和３年４月２日～令和４年４月１日生まれの幼児）

４ ・ ５歳児成長発達調査の主な流れ

　　　　　

　　　　　アンケートの実施（９～ 10 月）

　　　　　対象児の保護者と、各保育施設の方に、アンケートを行います。

　　　　　アンケート用紙は保育施設等を通じて配布します。

　　　　　発達支援専門員による集団遊びの観察（11 月８日　日曜日：ほほえみ館）

　　　　　対象児：町外保育施設や未就園の幼児

　　　　　また、各保育施設からの相談やアンケート結果から必要に応じてご案内いたします。

　　　　　（対象の幼児は、保護者の方と一緒に参加をお願いします）

　　　　　発達支援専門員による相談会『むじっ子成長発達相談会』の実施（11 ～２月）

　　　　　アンケートや集団遊びの結果から、必要に応じてご案内します。

　　　　※ 発達支援専門員とは公認心理師・臨床心理士・言語聴覚士・作業療法士・理学療法士・保育士・保健  

           師などの専門職で構成されています。
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地
域
お
こ
し
活
動
記

専
門
人
材
が
応
援
す
る

　７月13日から15日の３日間、『高原町エクス

カーション企画』が開催されました。すみしあ

ケア株式会社代表取締役の松田大助氏をはじ

め、医療・福祉やビジネスなど異なる７業種の

企業経営者らが来町されました。

　一行は町内の豊かな自然や地域資源を巡り、

高原町ならではの魅力を深く体感。その後の意

見交換会では、町から現在の取り組みや課題を

説明し、今後の可能性について議論しました。

　参加者からは、それぞれの専門知識や民間な

らではの視点を活かした多角的なアイデアや、

地域活性化に向けた熱のこもったご意見を数

多くいただきました。

　町では今回の貴重な提言を今後の事業や施

策に活かすとともに、これからも外部の知見を

取り入れた『持続可能な町づくり』に向けて、官

民連携の取り組みを進めてまいります。

高原町の魅力体感と課題解決への挑戦

桐
一
葉
三
味
線
聞
こ
ゆ
温
泉
場

立
秋
の
魚
拓
の
墨
の
濃
か
り
け
り

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
熟
れ
れ
ば
鳥
が
く
ち
な
は
が

盆
近
し
妻
の
遺
せ
し
腕
時
計

ひ
が
ら
し
の
鳴
い
て
点て

ま
え前

の
茶ち

ゃ
せ
ん筅

止
む

忘
れ
草
呆ほ

け
ゆ
く
友
や
明
日
は
我

父
を
待
つ
窓
に
月つ

き
し
ろ代

孫
映
る

朝
顔
の
藍
や
わ
ら
か
く
妹
の
忌
に

あ
め
ん
ぼ
う
水
面
優
雅
な
ス
ケ
ー
タ
ー

甌
穴
を
未
だ
削
り
て
滝
と
な
る 今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

森　

山　

利　

成

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

田　

中　

廣　

子

岩　

崎　

富
美
子

小　

村　

明　

子

中　

園　

直　

子

八
月
号 

　
　
　
高
原
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『資格確認書』が届いた方

　医療機関を受診される際は、これま

でどおり今回届いた『資格確認書』を

窓口にご提示ください。

　薬局も同様です。

『資格情報のお知らせ』が届いた方

　医療機関を受診される際は、引き続

きマイナ保険証での受診をお願しま

す。

　薬局も同様です。

※資格情報のお知らせのみでは受診で

きません。受付窓口でマイナ保険証の

読み取りができないなどの例外的な場

合の際は、同封しています『資格情報

のお知らせ』をマイナンバーカードと

あわせて受付窓口に提示していただく

と受診可能になります。

　つきましては、例外的な場合に備え

医療機関等で受診される際は、『マイ

ナ保険証』と『資格情報のお知らせ』

を一緒に持っていくことをお勧めしま

す。資格確認書

８４歳以下 ８５歳以上

過去１年間で６回以上かつ概ね

直近３ヶ月以内に利用している
資格情報のお知らせ

上記以外

マイナ保険証を持っている

マイナ保険証を持っていない
資格確認書

資格確認書

　７月末までにご本人様に届くように、『資格確認書』または『資格情報のお知らせ』を発

送しました。交付年月日が令和８年８月１日のものがお手元にあるかご確認ください。

見本

〇今回の『資格確認書』および『資格情報のお知らせ』の交付の基準は以下のとおりです。

〇限度額適用・標準負担額減額認定証について

　・資格確認書に限度区分の記載のない方は、高原町役場町民課保険係の窓口で申請いただくこと

　により、限度区分を記載した資格確認書を発行いたします。

　・マイナ保険証の方は、マイナ保険証を医療機関等の窓口に提示することにより、限度区分の確

　認ができます。

お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

資格情報のお知らせ

見本

75 歳以上（後期高齢者医療被保険者） の皆さまへ この町で生きる
～語りの中に見えてくる、高原の『誇り』～

連載　第３回

高原町で生きる人々の物語

執筆：魅力共創専門官　阿部有里 Interview

消防団団長・和牛繁殖農家

瀬戸山　文男さん

　　　　　　　　　（下麓区）

〇『資格情報のお知らせ』又は『資格確認書』の発送について

　令和６年 12 月２日から健康保険証はマイナ保険証へ移行し、紙の国民健康保険被保険者証は発行できなく

なりました。そこで、下記のとおり『資格情報のお知らせ』又は『資格確認書』を発送しました。

交付年月日が令和８年８月１日の『資格情報のお知らせ』又は『資格確認書』がお手元にあるかご確認ください。

〇資格確認書の交付申請について

　施設の入所者、障がいをお持ちの方などマイナ保険証の利用が困難な方は交付申請をしていただくことに

より『資格確認書』を発行いたします。

７月末までに
ご自宅に届くもの

医療機関等を受診される際 限度額適用認定証

マイナ保険証を
お持ちの方

『資格情報のお知らせ』
（Ａ４サイズ）

①マイナ保険証を提示
②マイナ保険証の読み取りができないなどの例外的な場合、
　マイナ保険証と『資格情報のお知らせ』を併せて提示
※『資格情報のお知らせ』のみでの受診はできません

原則、不要

マイナ保険証を
お持ちでない方

『資格確認書』
（カードサイズ）

『資格確認書』を提示
町民課保険係に
申請が必要

国民健康保険被保険者の皆さまへ

　
高
原
町
で
和
牛
繁
殖
農
家
を
営
む

瀬
戸
山
さ
ん
。
中
学
校
を
卒
業
し
て

す
ぐ
大
工
の
弟
子
と
し
て
住
み
込
み

で
働
き
始
め
、
以
来
六
十
一
歳
ま
で

建
築
の
仕
事
一
筋
。
そ
の
傍
ら
で
、

父
か
ら
受
け
継
い
だ
牛
を
絶
や
す
こ

と
な
く
育
て
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
勤
め
て
い
た
頃
は
、
出
勤
前
に
朝

の
餌
や
り
、
夕
方
帰
れ
ば
ま
ず
牛
舎

へ
。
餌
と
な
る
牧
草
づ
く
り
は
土
日

に
。
そ
ん
な
休
み
の
な
い
日
々
を
な

ぜ
続
け
ら
れ
た
の
か
と
尋
ね
る
と
、

返
っ
て
き
た
の
は
こ
の
言
葉
で
し

た
。

　「
や
っ
ぱ
り
牛
が
好
き
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。」

　
天
気
を
読
ん
で
、
い
い
餌
を
つ
く

り
、
牛
の
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
種
付

け
を
し
、
出
産
を
見
守
る
。
手
を
掛

け
た
分
、
競
り
の
結
果
と
し
て
ち
ゃ

ん
と
返
し
て
く
れ
る
。
毎
月
の
競
り

が
終
わ
れ
ば
「
今
度
は
ま
た
一
个
月
、

次
の
子
を
頑
張
ら
な
い
か
ん
ね
」
と
、

牛
を
育
て
る
喜
び
、
張
り
合
い
は
年

間
を
通
し
て
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
瀬
戸
山
さ
ん
に
は
も
う
一
つ
の
顔

が
あ
り
ま
す
。
結
婚
す
る
前
年
に
消

防
団
員
に
な
っ
て
四
十
九
年
。
火
災

の
一
報
で
家
を
飛
び
出
す
背
中
に
、

奥
様
が
必
ず
掛
け
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
ら
い
け

な
い
よ
。」
早
く
駆
け
つ
け
な
け
れ

ば
と
気
が
急
く
瀬
戸
山
さ
ん
に
対
し

て
、
奥
様
の
そ
れ
は
安
全
を
願
う
お

守
り
の
よ
う
な
も
の
。
半
世
紀
近
く
、

そ
の
言
葉
に
送
り
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
六
十
一
歳
の
と
き
、
現
場
の
怪
我

で
右
目
を
負
傷
。
会
社
に
迷
惑
を
か

け
ら
れ
な
い
と
建
築
の
仕
事
を
退

き
、
消
防
団
も
一
度
は
辞
め
よ
う
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
、
娘

さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
の
が
「
お
父
さ

ん
、
そ
れ
で
い
い
の
？
」
と
い
う
一

言
。
そ
の
言
葉
に
、
も
う
一
度
立
ち

上
が
り
ま
す
。

　「
あ
あ
、
こ
れ
は
や
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
。
み
ん
な
の
生
命
財
産
を
絶

対
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
と
つ

く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。」

　
そ
し
て
、
現
在
は
百
六
十
四
名
の

団
員
を
束
ね
る
団
長
で
す
。
三
年
前

に
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
際
、
み
ん

な
の
前
で
伝
え
た
の
は
家
族
へ
の
感

謝
。「
家
内
が
い
な
け
れ
ば
で
き
な

か
っ
た
。」
と
少
し
照
れ
臭
そ
う
に

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
瀬
戸
山
さ
ん
、

そ
こ
に
は
普
段
な
か
な
か
言
え
な
い

深
い
感
謝
の
気
持
ち
が
に
じ
み
出
て

い
ま
し
た
。

　
団
員
に
は
「
危
な
い
と
思
っ
た
ら

逃
げ
な
さ
い
。
自
分
の
命
は
絶
対
自

分
で
守
れ
。」
と
、
日
頃
か
ら
口
癖

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
と
言
い
ま

す
。
現
場
で
は
ほ
と
ん
ど
言
わ
な
く

て
も
「
響
い
て
ま
す
ね
」
と
瀬
戸
山

さ
ん
。
団
員
を
元
気
な
姿
で
家
族
の

も
と
へ
帰
す
。
自
分
を
送
り
出
し
、

家
を
守
っ
て
く
れ
た
家
族
が
い
る
か

ら
こ
そ
、
団
員
の
向
こ
う
に
い
る
家

族
の
こ
と
も
見
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
今
、
牛
が
大
好
き
な
お
孫
さ
ん
が

「
牛
を
｟
仕
事
に
｠
し
よ
う
か
な
。」

と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
ま
で
は
頑
張
ら
な
い
か
ん
ね

っ
て
、
二
人
で
話
し
て
る
ん
で
す
。」

消
防
団
も
、
後
継
者
が
育
つ
ま
で
は

辞
め
ら
れ
な
い
と
笑
い
ま
す
。

　「
や
れ
る
だ
け
は
頑
張
っ
て
み
よ

う
と
。」

　
牛
の
命
を
育
て
、
町
の
命
を
守
る
。

一
見
別
々
に
見
え
る
二
つ
の
営
み

は
、
瀬
戸
山
さ
ん
の
中
で
「
次
へ
つ

な
ぐ
」
と
い
う
一
本
の
道
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
高
原
町
で
生
活
さ
れ
て
き
た
中
で

自
慢
で
き
る
こ
と
は
あ
る
か
と
尋
ね

る
と
、
迷
わ
ず
「
こ
の
高
千
穂
峰
。

ど
こ
に
行
っ
て
も
一
番
の
自
慢
」。

そ
れ
も
、
四
十
二
歳
の
と
き
に
、
大

工
の
腕
で
自
ら
建
て
た
マ
イ
ホ
ー
ム

か
ら
見
る
高
千
穂
峰
が
一
番
な
の
だ

そ
う
で
す
。
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『資格確認書』が届いた方

　医療機関を受診される際は、これま

でどおり今回届いた『資格確認書』を

窓口にご提示ください。

　薬局も同様です。

『資格情報のお知らせ』が届いた方

　医療機関を受診される際は、引き続

きマイナ保険証での受診をお願しま

す。

　薬局も同様です。

※資格情報のお知らせのみでは受診で

きません。受付窓口でマイナ保険証の

読み取りができないなどの例外的な場

合の際は、同封しています『資格情報

のお知らせ』をマイナンバーカードと

あわせて受付窓口に提示していただく

と受診可能になります。

　つきましては、例外的な場合に備え

医療機関等で受診される際は、『マイ

ナ保険証』と『資格情報のお知らせ』

を一緒に持っていくことをお勧めしま

す。資格確認書

８４歳以下 ８５歳以上

過去１年間で６回以上かつ概ね

直近３ヶ月以内に利用している
資格情報のお知らせ

上記以外

マイナ保険証を持っている

マイナ保険証を持っていない
資格確認書

資格確認書

　７月末までにご本人様に届くように、『資格確認書』または『資格情報のお知らせ』を発

送しました。交付年月日が令和８年８月１日のものがお手元にあるかご確認ください。

見本

〇今回の『資格確認書』および『資格情報のお知らせ』の交付の基準は以下のとおりです。

〇限度額適用・標準負担額減額認定証について

　・資格確認書に限度区分の記載のない方は、高原町役場町民課保険係の窓口で申請いただくこと

　により、限度区分を記載した資格確認書を発行いたします。

　・マイナ保険証の方は、マイナ保険証を医療機関等の窓口に提示することにより、限度区分の確

　認ができます。

お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

資格情報のお知らせ

見本

75 歳以上（後期高齢者医療被保険者） の皆さまへ
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被
爆
二
世
健
康
診
断
調
査

〇
対
象
者
　

　
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
健
康
手

帳
を
所
持
し
て
お
り
、
か
つ
、
原
爆
投
下

後
に
生
ま
れ
た
者
｟
胎
児
被
爆
者
は
除

く
｠
の
う
ち
、
健
康
診
断
受
診
を
希
望
す

る
者
。

〇
受
診
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
各
医
療
機

関
へ
の
交
通
費
は
自
己
負
担
と
す
る
。

〇
申
込
期
間
　

　
７
月
31
日｟
金
｠～
８
月
31
日｟
月
｠必
着

〇
検
診
期
間

９
月
中
旬
～
令
和
９
年
２
月
26
日｟
予
定
｠

※

詳
細
は
、後
日
受
信
希
望
者
に
通
知

〇
実
施
期
間

県
立
宮
崎
病
院
・
県
立
日
南
病
院
・

串
間
市
民
病
院
・
都
城
健
康
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
｟
都
城
市
郡
医
師
会
病
院

内
｠・
園
田
病
院
・
国
立
病
院
機
構
宮

崎
病
院
・
済
生
会
日
向
病
院
・
県
立

延
岡
病
院
・
高
千
穂
町
国
民
健
康
保

険
病
院
・
宮
崎
生
協
病
院

〇
申
込
方
法

　
任
意
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

封
書
で
申
し
込
む
。

〖
必
要
事
項
〗

・
本
人
の
氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、住
所
、

電
話
番
号
、
過
去
の
受
診
歴
｟
年
度
及
び

受
診
結
果
｠、
受
診
希
望
の
医
療
機
関
名
、

多
発
性
骨
髄
腫
検
査
の
希
望
の
有
無

・
親
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
被
爆
者

健
康
手
帳
の
番
号

※

新
規
申
込
者
の
方
は
、
被
爆
者
健
康

手
帳
の
写
し
｟
被
爆
者
存
命
の
場
合
｠、
戸

籍
抄
本
の
写
し
｟
被
爆
者
が
死
亡
し
て
い

る
場
合
｠の
い
ず
れ
か
を
添
付
。

　◎
申
込
先

　
宮
崎
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
健
康
づ

く
り
・
歯
科
保
健
担
当

　
住
所
　
宮
崎
市
橘
通
東
２
丁
目
10
番
１
号

　
☎
０
９
８
５‐

26‐

７
０
７
８

若
者
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

　
『
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス
』
で
は
こ
れ
か
ら

就
職
を
目
指
す
方
々
の
悩
み
や
不
安
に
関
す

る
個
別
相
談
、
適
職
診
断
、
職
場
体
験
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
に
あ

わ
せ
て
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

｟
秘
密
厳
守
／
利
用
無
料
／
相
談
は
お
一
人

約
40
分
の
予
約
制
で
す
｠

〇
対
象
者
　
就
職
を
目
指
す
15
歳
か
ら
49
歳

の
無
業
の
方
と
そ
の
家
族

〇
日
時
　
予
約
時
に
調
整

〇
場
所
　

　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

又
は
お
住
ま
い
の
近
隣
の
公
共
施
設
な
ど
、

予
約
時
に
調
整

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
詳
細
は
、
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス 

サ
テ
ラ

イ
ト
都
城
　
☎
０
９
８
６-

36-

６
５
１
０
　

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

盛
土
・
切
土
・
土
砂
の
堆
積
を

行
う
前
に

　
盛
土
等
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め

『
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
｟
盛
土

規
制
法
｠』
に
基
づ
き
、
宮
崎
県
で
は
規
制
区

域
内
で
の
一
定
規
模
以
上
の
盛
土
等
に
は
、

工
事
着
手
前
に
許
可
や
届
出
が
必
要
で
す
。

　
無
許
可
の
工
事
は
、
甚
大
な
災
害
を
招
く

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
地
の
造
成
等
を

計
画
さ
れ
る
際
は
、
ま
ず
宮
崎
県
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
周
囲
で
不
審
な
土
砂
の
搬

入
や
危
険
と
思
わ
れ
る
盛
土
等
を
見
か
け
た

場
合
は
、
無
理
に
近
づ
か
ず
速
や
か
に
県
へ

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
許
可
申
請
や
通
報
は
『
宮
崎
県
盛
土

等
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
行
え
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
盛
土
対
策
課

　
☎
０
９
８
５-

33-

９
２
６
３

サポステＨＰ

宮崎県ＨＰ

宮崎県盛土等
情報管理システム

Town　Information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
に
窓
口
へ

来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
次
の
日
程
で

休
日
の
窓
口
開
設
を
実
施
し
ま
す
。

〖
８
月
の
休
日
開
庁
〗　

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
８
月
23
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
８
月
19
日｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
小
学
校
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

一
切
責
任
を
負
わ
な
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

　
☎
42‐

２
１
１
５

に
し
も
ろ
俳
句
大
会
開
催

　
宮
崎
県
俳
句
協
会
で
は
西
諸
県
地
区

｟
小
林
・
え
び
の
・
高
原
｠
の
皆
さ
ん
の

俳
句
の
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
句

会
の
ほ
か
、
地
域
の
俳
句
愛
好
の
皆
さ
ん

と
の
情
報
交
換
や
、
今
後
の
交
流
の
あ
り

方
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

　
な
お
、
県
俳
句
協
会
員
以
外
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
。

○
日
時
　
９
月
６
日｟
日
｠午
前
９
時
～

○
場
所
　
小
林
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
会
議
室｟
小
林
商
業
高
校
跡
｠

○
時
間
　
９
時
30
分
投
句
締
め
切
り
、
互

選
句
会
の
後
、交
流
会

○
投
句
　
当
季
雑
詠
　
三
句
一
組

〇
投
句
料
　
５
０
０
円

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
來
０
９
０-

８
３
９
４-

４
２
８
０

　
牧
野
０
８
０-

３
９
４
４-

８
０
８
５

　

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
の

方
は
、
戸
籍
謄
本
を
事
前
に
ご
準
備
い

た
だ
き
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
住
民
係
　
☎
42‐

１
０
６
７

令
和
８
年
社
会
生
活
基
本

　
　
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
統
計
局
と
宮
崎
県
で
は
、
10
月

20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
時
間
や
自
由
時
間
の

活
動
を
把
握
し
、
政
策
の
基
礎
資
料
と
す

る
も
の
で
す
。

　
調
査
対
象
世
帯
に
は
10
月
上
旬
か
ら

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

宮崎県ＨＰ

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
統
計
調
査
課

　
☎
０
９
８
５-

26‐

７
０
４
３

外
来
魚
駆
除
の
た
め
の
釣
り
大
会

　
小
林
高
原
野
尻
漁
業
協
同
組
合
の
主

催
で
、
在
来
種
の
生
態
系
の
保
全
、
内
水

面
漁
協
へ
の
被
害
軽
減
の
一
環
と
し
て
、

外
来
魚
｟
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
及
び
ブ
ル
ー
ギ

ル
｠の
釣
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
日
時

・ 

８
月
22
日｟
土
｠

　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

・ 

８
月
23
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
～
午
後
３
時

　※

雨
天
の
場
合
は
、次
週
に
延
期

〇
場
所
　
御
池
　
皇
子
港｟
高
原
町
｠

〇
受
付
　
無
し｟
自
由
参
加
｠

〇
検
量

　
両
日
と
も
に
午
後
２
時
～
午
後
３
時

　※

検
量
は
、御
池
皇
子
港
で
行
い
ま
す
。

〇
参
加
料
・
遊
漁
料
　
無
料

〇
参
加
等
条
件

①
大
会
参
加
者
は
中
学
生
以
上
で
、
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
。

②
会
場
ま
で
の
往
復
や
釣
行
中
の
事
故

等
は
す
べ
て
自
己
責
任
と
し
、
組
合
は

お
知
ら
せ

まちの掲示板
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被
爆
二
世
健
康
診
断
調
査

〇
対
象
者
　

　
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
健
康
手

帳
を
所
持
し
て
お
り
、
か
つ
、
原
爆
投
下

後
に
生
ま
れ
た
者
｟
胎
児
被
爆
者
は
除

く
｠
の
う
ち
、
健
康
診
断
受
診
を
希
望
す

る
者
。

〇
受
診
料
　
無
料
。
た
だ
し
、
各
医
療
機

関
へ
の
交
通
費
は
自
己
負
担
と
す
る
。

〇
申
込
期
間
　

　
７
月
31
日｟
金
｠～
８
月
31
日｟
月
｠必
着

〇
検
診
期
間

９
月
中
旬
～
令
和
９
年
２
月
26
日｟
予
定
｠

※

詳
細
は
、後
日
受
信
希
望
者
に
通
知

〇
実
施
期
間

県
立
宮
崎
病
院
・
県
立
日
南
病
院
・

串
間
市
民
病
院
・
都
城
健
康
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
｟
都
城
市
郡
医
師
会
病
院

内
｠・
園
田
病
院
・
国
立
病
院
機
構
宮

崎
病
院
・
済
生
会
日
向
病
院
・
県
立

延
岡
病
院
・
高
千
穂
町
国
民
健
康
保

険
病
院
・
宮
崎
生
協
病
院

〇
申
込
方
法

　
任
意
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

封
書
で
申
し
込
む
。

〖
必
要
事
項
〗

・
本
人
の
氏
名
、性
別
、生
年
月
日
、住
所
、

電
話
番
号
、
過
去
の
受
診
歴
｟
年
度
及
び

受
診
結
果
｠、
受
診
希
望
の
医
療
機
関
名
、

多
発
性
骨
髄
腫
検
査
の
希
望
の
有
無

・
親
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
被
爆
者

健
康
手
帳
の
番
号

※

新
規
申
込
者
の
方
は
、
被
爆
者
健
康

手
帳
の
写
し
｟
被
爆
者
存
命
の
場
合
｠、
戸

籍
抄
本
の
写
し
｟
被
爆
者
が
死
亡
し
て
い

る
場
合
｠の
い
ず
れ
か
を
添
付
。

　◎
申
込
先

　
宮
崎
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
健
康
づ

く
り
・
歯
科
保
健
担
当

　
住
所
　
宮
崎
市
橘
通
東
２
丁
目
10
番
１
号

　
☎
０
９
８
５‐

26‐

７
０
７
８

若
者
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

　
『
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス
』
で
は
こ
れ
か
ら

就
職
を
目
指
す
方
々
の
悩
み
や
不
安
に
関
す

る
個
別
相
談
、
適
職
診
断
、
職
場
体
験
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
に
あ

わ
せ
て
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

｟
秘
密
厳
守
／
利
用
無
料
／
相
談
は
お
一
人

約
40
分
の
予
約
制
で
す
｠

〇
対
象
者
　
就
職
を
目
指
す
15
歳
か
ら
49
歳

の
無
業
の
方
と
そ
の
家
族

〇
日
時
　
予
約
時
に
調
整

〇
場
所
　

　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

又
は
お
住
ま
い
の
近
隣
の
公
共
施
設
な
ど
、

予
約
時
に
調
整

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
詳
細
は
、
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス 

サ
テ
ラ

イ
ト
都
城
　
☎
０
９
８
６-

36-

６
５
１
０
　

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

盛
土
・
切
土
・
土
砂
の
堆
積
を

行
う
前
に

　
盛
土
等
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め

『
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
｟
盛
土

規
制
法
｠』
に
基
づ
き
、
宮
崎
県
で
は
規
制
区

域
内
で
の
一
定
規
模
以
上
の
盛
土
等
に
は
、

工
事
着
手
前
に
許
可
や
届
出
が
必
要
で
す
。

　
無
許
可
の
工
事
は
、
甚
大
な
災
害
を
招
く

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
地
の
造
成
等
を

計
画
さ
れ
る
際
は
、
ま
ず
宮
崎
県
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
周
囲
で
不
審
な
土
砂
の
搬

入
や
危
険
と
思
わ
れ
る
盛
土
等
を
見
か
け
た

場
合
は
、
無
理
に
近
づ
か
ず
速
や
か
に
県
へ

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
許
可
申
請
や
通
報
は
『
宮
崎
県
盛
土

等
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
行
え
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
盛
土
対
策
課

　
☎
０
９
８
５-

33-

９
２
６
３

サポステＨＰ

宮崎県ＨＰ

宮崎県盛土等
情報管理システム

Town　Information
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現住人口調査

令和８年７月１日現在

人口の動き

町の現住人口 前月比 前年同月比

総人口

男

女

世帯数

(人 )

( 人 )

( 人 )

( 世帯 )

7,568

3,585

3,983

3,437

-22 -207

-８ -96

-111

-９ -136

転入 11

転出 19 死亡 16

出生 ２

-14

※６月号より、令和 7年国勢調査の
速報値を基に数値を修正しています。

●お問い合わせ先

警察安全相談　☎＃９１１０　小林警察署　☎23‐０１１０

６月の交通事故発生状況

６月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　９

人身　　０ 年計　　５

年計    69

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　土日　10：00 ～ 16：00

　８月の閉室日　11日（火）、15日（土）～ 16日（日）

　９月の閉室日　21日（月）～ 23日（水）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に

　 出会う旅

オススメ新着本　　

『京都撮影所案内』(高鳥都、立東舎 )

　６月中、高原町で火災

はありませんでした。

　火の取り扱いには十分注意しましょう。

火災　　０

救急　　33 年計　 219

年計　　８

　かつて『日本のハリウッド』と呼

ばれた京都太秦。今もまだこの地

に２つの映画スタジオがあり、

日々時代劇を世に送り出していま

す。

　本書は、太秦にある東映京都撮

影所と松竹撮影所を、関係者しか

入れない隅々まで取材し、関係者のインタビューとと

もにその様子を非常に精細なカラー写真に収めていま

す。

お知らせ

　中央公民館の図書は、みんなが読む本ですので、折れ

や破れがないよう大切に扱ってください。また、返却時

に雨に濡れる等の汚損や折り曲げや破れ等の破損があ

った場合は、弁償していただくことになります。

その他の新刊

○『給食営業マン サバイバル戦記 カスハラ地獄、失注連鎖、米

の仕入れも赤信号』（フミコフミオ、家の光協会）

○『もう、ひなびた温泉しか愛せない』（岩本薫、みらいパブリッ

シング）

○『アニメ聖地移住』（千葉郁太郎、集英社インターナショナル）

○『もしもし、アッコちゃん？ 漫画と電話とチキン南蛮』（東村

アキコ、光文社）

○『おりたたみ自転車はじめました』（星井さえこ、KADOKAWA）

○『少女、落下中』（多未宿紅葉、主婦と生活社）

○『かわいいが見つかる！推しいきもの図鑑』（篠原かをり、永

岡書店）

詐欺の電話はアプリでブロック！

　携帯電話に特殊詐欺の犯人から架電されるケースが

急増しています。犯人からの電話を直接受けないため

には、犯人が使う国際電話番号などをアプリでブロッ

クする対策が有効です。

警察庁推奨アプリ

　警察庁・SOS47 特殊詐欺対策ページ 検索

▼ダウンロードはコチラ

寄付 社会福祉協議会へ６月受付分

☆ありがとうございました。

役場分館高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

香典返し（敬称略）

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　【地区名】

永峯　千代子　　夫　     信幸　     下広原区

新福　久美　　  夫      　優　　  　 下麓区

横山　和久　　　母　　　オナミ　　　北狭野区

栢木　誠　　　　父　　　 信治       南狭野区

携帯電話の詐欺対策として

無料アプリをご利用ください
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8 月のカレンダー

　

８
月
に
入
り
、
猛
暑
も
い
よ

い
よ
『
本
気
』
を
出
し
て
き
ま

し
た
ね
。
あ
ま
り
の
暑
さ
に
、

セ
ミ
の
声
す
ら
心
な
し
か
力
尽

き
気
味
に
聞
こ
え
ま
す
。

　

先
日
、
野
球
の
指
導
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
立
ち
ま
し
た
。「
立
っ

て
見
守
っ
て
い
る
だ
け
」。
そ

れ
な
の
に
、
開
始
10
分
で
滝
の

よ
う
な
汗
が
流
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
危
険
レ
ベ

ル
の
酷
暑
の
中
で
も
、
子
ど
も

た
ち
は
別
世
界
。
メ
ラ
メ
ラ
と

照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
大
き

な
声
を
出
し
て
目
標
に
向
け
、

懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て

い
ま
す
。
タ
フ
さ
と
底
な
し
の

体
力
に
は
、
た
だ
た
だ
感
服
す

る
ば
か
り
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
分
け

て
も
ら
い
つ
つ
、
大
人
も
負
け

て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
無
理

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
過
信

せ
ず
、
エ
ア
コ
ン
を
た
め
ら
わ

ず
に
使
い
、
こ
ま
め
な
水
分
・

塩
分
補
給
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
容
赦
な
い
危
険
な
夏

を
、
な
ん
と
か
無
事
に
乗
り

切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

 

Yu
太
郎

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

9 日
リサイクル・有害・その他
のごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民課

10 月
古紙リサイクルの日

もやせるごみ
収集地区の
各ごみ集積所

8:30まで 町民課

生涯学習講座（ヨガ） ほほえみ館
和室 19:00 ～ 20:30 教育総務課

11 火 ● 山の日

12 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

13 木
古紙リサイクルの日

もやせるごみ
収集地区の
各ごみ集積所

8:30まで 町民課

フードドライブ 役場正面
玄関前 10:00 ～ 12:00 健康課

14 金 古紙リサイクルの日
もやせるごみ
収集地区の
各ごみ集積所

8:30まで 町民課

15 土

16 日

17 月 集団健（検）診（要予約） ほほえみ館 8:30 ～ 10:30
受付 健康課

18 火

集団健（検）診（要予約）
鹿児山

農業構造改善
センター

8:30 ～ 10:30
受付 健康課

皇子原学園（情報発信） ほほえみ館
中研修室 9:30 ～ 11:00 教育総務課

健幸運動教室（体操） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

乳児健診 ほほえみ館
和室

13:00 ～ 13:30
受付 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

教育委員会定例会 町中央公民館 18:00 ～ 教育総務課

19 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

集団健（検）診（要予約）
上後川内地区
多目的活動
施設

8:30 ～ 10:30
受付 健康課

20 木

集団健（検）診（要予約） 南狭野活性化
センター

8:30 ～ 10:30
受付 健康課

健幸運動教室（ヨガ） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

21 金 集団健（検）診（要予約）
下広原
構造改善
センター

8:30 ～ 10:30
受付 健康課

22 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

23 日

24 月 生涯学習講座（ヨガ） ほほえみ館
和室 19:00 ～ 20:30 教育総務課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

25 火

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
生涯学習講座
（やさしい英会話）

中央公民館
2階会議室 10:00 ～ 11:30 教育総務課

セルフケア講座
【要予約】 ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

26 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課
生涯学習講座
（日本料理）

ほほえみ館
食生活改善室 13:00 ～ 15:00 教育総務課

27 木

健幸運動教室（ヨガ） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課
生涯学習講座
（書道基礎） 教育集会所 13:30 ～ 15:00 教育総務課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

28 金

29 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

30 日

31 月

9 月のカレンダー

1 火

健幸運動教室（体操） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

結核検診 町内巡回 9:15 ～ 健康課

皇子原学園（防災） ほほえみ館
中研修室 9:30 ～ 11:00 教育総務課

2 水
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

結核検診 町内巡回 9:15 ～ 健康課

3 木

健幸運動教室（ヨガ） ほほえみ館 10:00 ～ 11:00 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 18:00 ～ 21:00 健康課

結核検診 町内巡回 9:15 ～ 健康課

4 金
生涯学習講座
（ディップアート）

中央公民館
2階会議室 13:30 ～ 15:30 教育総務課

5 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

6 日

7 月 生涯学習講座（ヨガ） ほほえみ館
和室 19:00 ～ 20:30 教育総務課

今月は、町県民税（2期）、

国民健康保険税（2期）、

後期高齢者医療保険料（2期）、

介護保険料（3期）の納期です。

高原町ホームページ
ＱＲコード
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広
報

　日本発祥地まつりの実行委員長に、高原中

学校３年の田中
ほのか

穂歌さんと小牧
ひろたか

弘岳さんの２

人が決定しました。２人は、「小さな子どもか

らお年寄りまで、町民全員が楽しめるまつり

にしたい。これまで先輩たちが築いてきた伝

統や思いを引き継ぎ、今までで一番盛り上が

るまつりにしたい」と意気込みを語りました。

日本発祥地まつり実行委員長　決定

　広報たかはるでは裏面を飾る皆さんからの情

報をお待ちしています。

　町内の美しい風景、珍百景、わが子の写真、

自慢の一品　などなど、どのようなものでも構

いません。次のとおりご応募ください。

〇応募方法　写真、コメントを下記連絡先へお  

            送りください。お電話いただけれ

　　　　　　ば撮影に伺うことも可能です！

〇連 絡 先　企画政策課　企画政策係

　　　　　  広報担当　☎42-２１１５

〇そ の 他　可能な限り掲載いたしますが、紙

　　　　　　面の都合上、掲載できない場合が

　　　　　　ございます。予めご了承ください。

王子神社で  夏の風物詩『六月灯』を開催！！王子神社で  夏の風物詩『六月灯』を開催！！

　７月 23 日、王子神社にて夏の風物詩『六月灯』が開

催されました。

　学校の統合に伴い行事の存続が危ぶまれていまし

たが、「地域の歴史ある伝統を子どもたちのために残

したい」という住民の熱い想いが実を結び、開催され

ました。

　会場には、子どもたちが想いを込めて手作りした色

とりどりの灯ろうがズラリと並び、夕闇の中に幻想的

で温かな光を灯しました。また、盛り上がりを見せた

パン喰い競争では、目標に向かって夢中で走る子ども

たちの弾ける笑顔と大きな歓声が響き渡りました。

　７月 23 日、王子神社にて夏の風物詩『六月灯』が開

催されました。

　学校の統合に伴い行事の存続が危ぶまれていまし

たが、「地域の歴史ある伝統を子どもたちのために残

したい」という住民の熱い想いが実を結び、開催され

ました。

　会場には、子どもたちが想いを込めて手作りした色

とりどりの灯ろうがズラリと並び、夕闇の中に幻想的

で温かな光を灯しました。また、盛り上がりを見せた

パン喰い競争では、目標に向かって夢中で走る子ども

たちの弾ける笑顔と大きな歓声が響き渡りました。

10 月 25 日
開催

　暮らしに役立つ情報の他、観光、商工業などの

ルンルンと楽しくなるような高原町のスポッ

トや食べ物、イベントなども発信しています！

高原町のＳＮＳをぜひご覧ください！
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